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議会だより

第2回臨時会
就任のあいさつ
　　　議長　山田仁樹　副議長　城内敏之

議決結果・質疑あれこれ
議会の構成/選挙結果/編集後記

いちご大好き！！（上庄台子供会のいちご狩り体験）
～5月14日　せいけファームにて～
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平
成
29
年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
９
日
開
催
さ
れ
、議
会
の
役
員
及
び
各
委

員
会
の
選
任
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
山
田
仁
樹
議
員
が
、副
議
長
に
は
城
内
敏
之
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
挙

で
選
ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
議
会
構
成
、投
票
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
）

　

初
夏
の
風
が
清
々
し
い
今
日
こ
の
頃
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

去
る
５
月
９
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
く
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
新

た
に
痛
感
す
る
と
共
に
、身
に
あ
ま
る
光

栄
に
ま
す
ま
す
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

　

さ
て
、日
本
社
会
が
少
子
化
・
超
高
齢

化
に
進
む
中
、特
に
町
村
で
は
人
口
減
に

　

若
葉
の
緑
が
目
に
し
み
る
季
節
、皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

去
る
、５
月
９
日
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、副
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

わ
が
平
群
町
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。自
分
も

含
め
て
医
療
と
健
康
に
つ
い
て
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
代
表
さ
れ
る
高
齢
期
に
多
い
疾
病
に
も
町

と
し
て
も
十
分
な
備
え
が
肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。同

時
に
自
分
で
意
思
表
明
で
き
る
う
ち
に
、受
け
た
い
医

療「
事
前
指
示
書
」を
家
族
と
話
し
合
い
、そ
の
内
容
を

共
有
す
る
こ
と
を
普
通
に
理
解
が
得
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
「
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
」に
つ
い
て
も
、関
係
者
が
お
互
い
の
理
解
の
上
で

で
き
る
と
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
二
つ
の
こ
と
が

人
々
に
理
解
さ
れ
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
作

り
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。出
来
れ
ば
ホ
ス

ピ
ス
の
設
置
ま
で
考
え
ら
れ
る
平
群
町
で
あ
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、山
田
議
長
の
も
と
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

よ
り
、自
治
体
の
存
続
・
継
続
さ
え
危
ぶ

ま
れ
る
深
刻
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
中
、我
々
議
会
議

員
は
、同
じ
様
な
状
況
に
苦
し
み
、一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
等
の

視
察
・
研
修
等
も
積
極
的
に
行
い
、そ
の

中
か
ら
定
住
促
進
施
策
他
、私
た
ち
の

町
に
沿
っ
た
色
々
な
政
策
等
立
案
・
提
案

し
て
い
く
事
も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、議
会
報
告
会
や
議
会
懇
談
会

を
と
お
し
て
、住
民
の
皆
様
と
語
り
合
い

共
に
考
え
て
い
く
事
も
大
切
で
あ
り
、必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
声
を
原
点
に
、住
民
す
べ
て
が

誇
れ
、愛
せ
る
ま
ち
、若
い
世
代
に
と
っ

て
も
魅
力
あ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
粉
骨

砕
身
、取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
指
導
、お
力

添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

住
民
す
べ
て
が
誇
れ
、

　
　

愛
せ
る
ま
ち
、魅
力
あ
る
ま
ち
に

今、平群町に求められること

議　長
山田　仁樹

副議長
城内　敏之

就任あいさつ就任あいさつ就任あいさつ
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第２回臨時会　こんなことが決まりました
  平成29年の第２回臨時会が５月９日開催されました。臨時会に提出された議案の審議内容とその結果
を紹介します。

提
出
区
分

専決処分の承認を求めることについて
（平群町税条例の一部を改正する条例について）
専決処分の承認を求めることについて（平群町消防団員
等公務災害補償条例の一部を改正する条例について）
平群町地区計画区域内建築物の制限に関する条例の
一部を改正する条例について
平成２９年度平群町一般会計補正予算（第１号）について
監査委員の選任に同意を求めることについて

原案承認

原案承認

原案可決

原案可決
原案同意
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○

議決結果議　　　　案　　　　名

山

本

隆

史

城

内

敏

之

井

戸

太

郎

森

田
　

勝

稲

月

敏

子

山

口

昌

亮

植
田
い
ず
み

髙

幣

幸

生

窪
　

和

子

下

中

一

郎

馬

本

隆

夫

山

田

仁

樹

町

長

提

出

議

案

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

議決結果賛否一覧 ○賛成　●反対（議長は、可否同数のとき議案の可否を決定します）

第２回臨時会に上程された
議案及び質疑を紹介します。

質
問

答
弁

専
決
処
分

町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
個
人
住
民
税…

①
「
肉
用
牛
の
売

却
に
よ
る
事
業
所
得
を
免
除
す
る
特

例
」
を
平
成
33
年
度
ま
で
３
年
間
延

長
。
②
特
定
配
当
等
の
所
得
に
つ
い

て
、
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
そ

の
他
を
勘
案
し
て
町
長
が
課
税
方
式

を
決
定
で
き
る
こ
と
を
明
確
化
。
③

「
優
良
住
宅
の
造
成
等
の
た
め
に
土

地
等
を
譲
渡
し
た
場
合
の
長
期
譲
渡

所
得
に
係
る
課
税
の
特
例
」
を
平
成

32
年
度
ま
で
３
年
間
延
長
。

　

固
定
資
産
税…

①
震
災
等
で
滅
失

等
し
た
償
却
資
産
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
が

適
用
さ
れ
た
場
合
、
震
災
等
の
発
生

し
た
年
の
翌
年
の
３
月
31
日
か
ら
起

算
し
て
４
年
の
間
に
取
得
さ
れ
た
償

却
資
産
の
固
定
資
産
税
を
４
年
間
、

課
税
標
準
を
２
分
の
１
に
新
た
に
規

定
。
②
地
方
税
法
で
２
分
の
１
と
定

め
ら
れ
て
い
た
家
庭
的
保
育
事
業
、

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
ま
た
は
事
業

所
内
保
育
事
業
（
定
員
５
人
以
下
）

に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
の
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
課
税
標
準
の
特

定
割
合
を
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該

特
定
割
合
を
２
分
の
１
と
規
定
。
③

震
災
等
に
よ
り
住
宅
が
損
壊
等
し
た

被
災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
内
に
存

す
る
土
地
を
住
宅
用
地
と
み
な
す
措

置
を
被
災
年
度
の
翌
年
度
か
ら
４
年

度
間
（
現
行
２
年
度
間
）
に
拡
充
さ

れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
規
定
を
定
め

る
。
④
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
31

年
３
月
31
日
ま
で
に
子
ど
も･

子
育

て
支
援
法
に
基
づ
く
政
府
の
補
助
を

受
け
た
者
が
企
業
主
導
型
保
育
事
業

に
供
す
る
固
定
資
産
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
当
該
政
府
の

補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
り
、

補
助
開
始
日
か
ら
５
年
度
間
、
課
税

標
準
を
２
分
の
１
と
す
る
。
⑤
都
市

緑
地
法
に
規
定
す
る
緑
地
保
全･

緑
化

推
進
法
人
が
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
に
設
置
し
た
市
民
緑
地
に
供
す
る

土
地
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
を

設
置
か
ら
３
年
度
間
、
３
分
の
２
と

す
る
。
⑥
耐
震
改
修･

省
エ
ネ
改
修
が

行
わ
れ
た
住
宅
の
う
ち
、
認
定
長
期

優
良
住
宅
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
３

分
の
２
（
現
行
は
、
耐
震
改
修
２
分

の
１
、
省
エ
ネ
改
修
３
分
の
１
）
に

拡
充
す
る
。

　

軽
自
動
車
税…

①
燃
費
性
能
等
の

優
れ
た
軽
自
動
車
（
新
車
）
を
取
得

し
た
日
の
翌
年
度
分
の
税
率
を
軽
減

す
る
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
に

つ
い
て
、
対
象
範
囲
を
見
直
し
た
う

え
で
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
２
年

間
延
長
す
る
。
②
自
動
車
制
作
者
の

不
正
行
為
に
起
因
し
た
納
付
不
足
額

が
発
生
し
た
場
合
、
当
該
自
動
車
制

作
者
等
が
不
足
額
を
納
め
る
義
務
が

あ
る
こ
と
を
規
定
。
今
年
度
以
降
の

適
用
。

主
な
質
疑

　
　
　
　

軽
自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
の
28
年
度
の
実
績
は
。

　
　
　
　

実
績
は
、
自
家
用
の
乗
用

が
１
８
０
台
、
貨
物
が
11
台
で
、
75

万
８
２
０
０
円
の
減
額
。

専
決
処
分

町
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
条
例
の
一
部
改
正

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
非
常
勤
消
防

団
員
等
の
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め

る
政
令
の
改
正
に
伴
っ
て
改
正
す
る

も
の
。　
　
　
　

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

就任あいさつ
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編 

集 

後 

記

　

５
月
９
日
の
臨
時
会
で
編

集
委
員
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
が
、私
・
山
口
が
委
員
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、町
行
政
や
議
会
が

よ
く
わ
か
る
紙
面
を
め
ざ
し

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、紙
面
に
は

様
々
な
制
約
が
あ
り
、議
会
で

の
論
戦
を
十
分
に
伝
え
ら
れ

ま
せ
ん
。そ
の
点
、町
議
会
の

録
画
ネ
ッ
ト
中
継
は
、議
会
の

定
例
会
、臨
時
会
の
本
会
議
を

す
べ
て
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、是
非
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

山
口　

記

議　長　山　田 　仁 　樹 副　議　長　城　内　敏　之

名　　　称 委員長

窪 　 和 子

井 戸 太 郎

植田 いずみ

下 中 一 郎

馬 本 隆 夫

山 本 隆 史

森 田 　 勝

山 口 昌 亮

山 口 昌 亮

委　　員

森 田 　 勝

山 本 隆 史

城 内 敏 之

城 内 敏 之

山 本 隆 史

稲 月 敏 子

城 内 敏 之

井 戸 太 郎

井 戸 太 郎

山 口 昌 亮

城 内 敏 之

山 口 昌 亮

植田 いずみ

山 田 仁 樹

植田 いずみ

井 戸 太 郎

森 田 　 勝

森 田 　 勝

山 田 仁 樹

稲 月 敏 子

髙 幣 幸 生

山 田 仁 樹

髙 幣 幸 生

山 田 仁 樹

窪 　 和 子

稲 月 敏 子

稲 月 敏 子

馬 本 隆 夫

髙 幣 幸 生

下 中 一 郎

馬 本 隆 夫

下 中 一 郎

髙 幣 幸 生

馬 本 隆 夫

窪 　 和 子

窪 　 和 子

副委員長

下 中 一 郎

植田 いずみ

森 田 　 勝

稲 月 敏 子

井 戸 太 郎

窪 　 和 子

山 口 昌 亮

山 本 隆 史

山 本 隆 史

総務建設委員会

文教厚生委員会

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

下水道事業
　　特別委員会
駅周辺整備事業
　　特別委員会
財政検討
　　特別委員会
議会改革
　　特別委員会
公共交通対策
　　特別委員会

議会運営委員会

議会だより編集委員会

議　会　の　構　成

議長選挙投票結果
投票総数　　12 票
有効投票　　10 票
　 山田仁樹　６ 票
　 下中一郎　４ 票
　 （白票　２） 
　当選 　山田仁樹

副議長選挙投票結果
 投票総数　 12 票
 有効投票　 12 票
　城内敏之　６ 票
　井戸太郎　６ 票
得票が同数のためくじ引き

　当選　城内敏之

　

主
な
改
正
内
容
は
、
扶
養
親
族
加

算
額
を
配
偶
者
は
４
３
３
円
か
ら
３

３
３
円
に
、
22
歳
未
満
は
２
１
７
円

か
ら
３
３
３
円
に
変
更
。

議
案
23
号　

町
地
区
計
画 

区
内
建
築
物
の
制
限
に
関 

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
区
計
画
を
見
直
し
、
幹
線
道
路

沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
を
図

る
た
め
、
菊
美
台
地
区
計
画
区
域
内

の
セ
ン
タ
ー
地
区
Ｂ
の
建
築
物
の
用

途
制
限
を
見
直
し
、
自
動
車
ま
た
は

自
動
車
用
品
の
販
売
を
主
た
る
目
的

と
す
る
店
舗
に
付
属
す
る
作
業
場
の

設
置
を
可
能
に
す
る
た
め
。

議
案
24
号　

平
成
29
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
１
号
）

　

補
正
額
は
２
４
８
３
万
１
千
円
で
、

補
正
後
の
予
算
総
額
は
67
億
６
４
８

３
万
１
千
円
。

　

補
正
内
容
は
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
１
５
０

０
万
円
の
採
択
に
伴
い
吉
新
自
治
会

へ
の
集
会
所
等
整
備
補
助
金
と
し
て

２
０
０
０
万
円
計
上
。
長
寿
社
会
づ

く
り
ソ
フ
ト
事
業
費
交
付
金
５
０
０

万
円
の
採
択
に
伴
っ
て
地
域
福
祉
計

画
策
定
の
予
算
１
１
８
５
万
７
千
円

を
計
上
し
、
委
託
料
と
し
て
計
上
し

て
い
た
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定

事
業
３
７
８
万
円
と
障
害
者
福
祉
計

画
策
定
事
業
３
４
４
万
６
千
円
を
減

額
。
奈
良
県
立
美
術
館
と
連
携
し
て

実
施
す
る
企
画
展
事
業
へ
の
補
助
金

20
万
円
を
計
上
。
こ
の
結
果
、
歳
入

の
不
足
分
４
８
３
万
１
千
円
は
財
政

調
整
基
金
を
繰
り
入
れ
る
も
の
。

　
　
　
　

吉
新
の
公
民
館
は
ど
こ
の

場
所
に
移
転
す
る
計
画
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

駅
周
事
業
と
も
絡
む
が
、

役
場
の
道
路
を
挟
ん
だ
北
側
、
長
楽

寺
の
東
隣
と
聞
い
て
い
る
。

質
問

答
弁

 
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
髙
幣

幸
生
議
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た

監
査
委
員
に

髙
幣
幸
生
議
員

山田新議長と新編集委員
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